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宋の仁宗朝が西夏の入冠及び契丹の重圧に悩み、それらの防禦と圧力の緩和とに、あらゆる努力を払ったことは、既
に周知の事実であるが、南方の情勢も亦、決して安穏ではなかった。
宝元年間 撫水蜜（蝕西）・慶暦年伺 桂陽蛮（棚南）の叛乱の如きも、当時、「国家比以西北二辺為意。而鮮復留意南方。
故有今日之患。誠不可不慮也」とか、「西北二敵。理以為大患。故於守禦素為要心。至於湖湘之問棄事。一方塗炭。七年未解。：：：（桝）：：：南方之事理須経略」とか、あるいは北方・西北方とならんで三 の急とか云われ‘当時、南方も亦、憂うべき情勢であったこ か↓伝えているが、こ〉に主題とした億智高の叛乱は嶺南の地に娼獄を極め、その
（4
〉
影響するところも、前の二叛乱より更に大きく、「秦州不足煩聖慮。陛下当以嶺南為憂也」と称され、西夏に対するものよりも憂うべきものがあった。しかも、それは安南・大 、特に安南と密接な関連があった故、この叛乱の始末を交祉との関係を中心として明かにしてみに
H r
僕智高の根拠地については、深水紀 一一十に、
僕智高。世為広源州酋長。移属交此。
懐智高の叛乱と交魁（河原）
二五
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とあり、余靖作の平蜜碑記にも、
賊 （
O
鵡智）之巣日広源州。交祉之附庸。
と見え、孫成敏征南録にも、
初僕氏世為広源大曾。
とあって、僕智高が広源州の酋領であったことを物語っているが、宗会要稿蕃夷五健氏にも「僕氏。広源州蜜也」、又、文献通考、四育西原蜜の条にも、「宋時。僕氏世為広源州首領」とあって、同じく、僕氏が広源州蜜の信領であったことを知ることが出来る。
さて、宋史論一蜜夷三広源州の条に、
広源州蜜僕氏。州在邑州西南勝江之源。地崎絶深阻。産黄金丹砂。：：：（桝）：：：自交祉蜜拠有安南。而広源雄号畠
管幕府除州。其実服役於交陛
D
とあり、続資治通鑑長編一立皇祐元年九月乙己、文献通考四育及び宋会要稿蕃夷主にも右と略 様なことを伝えているし、又、皇朝編年綱目備要時十皇祐元年九月の条には簡単に、
邑州西南有広源州。雄号邑管覇壊。其実服役於交祉。
とあって、広源州が畠州の西南、鵬酌江の源に在ったことを物語っている。しかも、広源州 邑州管下の罵腰に属していると号するもの弘、その実は当時既に独 していた交祉に服役していたことを、以上掲げた諸条によって窺い知ることが出来る。更にそれらによって、広源州が交院は 畠州との間に介在し であろうことは容易に予想し得ることである。
元豊九域志雄によると邑州（鞘）の下流が穆江と呼ばれているのであるから、この管江の源で、畠州の西南にある広源
州は、必ずや左江の上流に在ったと思われる。同書咋化外州、 南路一織の条には 自白州に隷属する四十三 五県を列挙し、広源州を左江の範囲に入れてあるし 又、宋史地理志調広南西路、芭州 条 も、広源州は左江道に属している 。
広西通志芝山川一一一十太平府の条に、
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麗江。府城南。即左江也。出広源州。
とあり、又、同書偽炉山川がに、
麗江。又有二源。一出交祉広源州。東流入広西上下凍州西境。東流運州南。又東南流。運龍州南境。日龍、江。
とある。即ち左江の一上流なる龍江は交肱の広源州より流れ来り、広西の上下凍州の西境に入り、やがて龍州の南境に至ると云うのである。それは今日の龍江であり、その流域に上下凍州も見出される（議一
の 略
図）。要するに、この龍江の
上流に広源州が在るわけである。
長編坤
l r
皇祐二年二月丙戊の条に、
広南西路鈴轄司請。於芭州羅御桐。置一案。以抗広源州蜜賊。従之。
とあり、又、元史時一
一文宗本紀、至順元年九月丙成の条にも、
広源賊。弗道閉覆。冠龍州羅回洞。
とある。宋元時代 広源州蜜賊を拐す 地として、龍州羅回（御）桐が重要であったことを知るのである。この羅回胴は読史方輿紀要三広西六龍州の条に「羅廻洞酷川」とあり、今日も龍州の西北方に羅回の地点 見出す。しかもそれは龍江の流域で、さきに見た上下凍 上流にあたっている。この地点よ 上流に広源州があったことは確かであろう。又、宋の神宗朝における交祉討伐軍の進撃売伝えた長編控照寧九年十二月美卯 条、東都事略」官九超高伝及び宋史 当 一
一陸師関伝には宋軍の一支が先づ広源州を破って移、復た還って本軍と合したことを伝え、ついで「広源問道。距
交鉦十二駅」と述べ、又 畏編制同月の条に活祖高の墓誌守引いて、「広源州
D
咽坑之地。兵甲精鋭。不先取之。則有
腹背之患」とある故、広源州が、交肱討伐軍 順路 にはなく、間道であったことも判る。
さて、一方、安南側史料である欽定越史通鑑綱目正編ヨ李太宗通瑞五年（特の一説元）の条に、広源の註として、
広源属高平省。李為広源。属明為淵県。家為弄源。今広淵州是
とあり、李朝即ち宋の頃の広源が院氏の広淵州であ ことを伝えている。大越地輿全編諸にも、高平府統州の中に広淵州配計一一社とあり、高源州が高平府に属していたこ 知 地図を案ずるに龍江の上流で安南 地に
n g
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が見出される。又、広西通志関臨五帰順州の条に「 勾隆。：：：刷南至安南広淵州喜村三里」 る。こ 上勾隆は帰
機智高の叛乱と交魁（河原〉
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順州の南方、国境に在る地点である故、この南方に広淵州即ち広源州があることとなる。安南の同慶御覧輿地誌附図を見ると高平（わき回
m w D m
〉の東北に広淵とある。今日の地図でみると、高平の東約二十粁の地にある
p g
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にあたる。
以上により広源州蜜僕氏は龍江の上流にある高平の東方の
c c ω
ロmZ53
ロにその根拠地を有していたわけである。
唐代に、西原蜜が広西方面を騒がしたことは唐書汚ゆ他に見えるが、その一部族である僕氏は唐の中期天宝年間まで
はまだ勢力なく、黄氏が最も勢力を有していた。しかし、唐末になると僕氏が最も強くなり、既に見た如く文献通考、四奇西原蜜の条に、「宋時、健氏世為広源州首領」とあって 宋になるとそれが 源 の曾領として現れてくるのである 。
宋史隣太宗本紀、太平興畑一一年正月戊子の条に、
命芭州広源州酋長坦坦縛僕民富。為検校司空御史大夫上桂国。
とあるのが、宋史における僕氏の初見であ 同様なことを伝えた長編崎一同年同月己丑の条には、
畠州言。広源州蜜曾坦縛僕民富。以偽漢時所置十州首領詔殺来献。欲比七源州内附。輸賦税。：；：桝：：：詔授坦梓
僕減官検校司空。令広州転運使徐道。招来之。
とある。これによると、太平興国二年
Q3
）正月、即ち宋の南漢討伐移六年に、広源州の僕氏が宋に内附したことを物
語っているが、しかも、この僕氏がそ 前 嶺南の南漢劉 に服属していたこ は、長編に「以偽漢時所置十州首領詔殺来献」とあるによって知 ことが出来る。即ち 唐末から勢力を得た倶氏は、五代の時嶺南に独立していた南漢に服
‘
属していたのであ が、南漢が宋に亡ぼされ新しく宋 勢力が次第に南方に及び、左江上流へも伸びて来た で、広源州も後述の如く、同じく左江上源に在った七源州の内附にならい、宗 帰附 たのであろう。尚、これより三年後の太平興国五年には宋の太宗の交肱征伐が行われているのであるから 太 興国の初め は既にこの方面 対す 宋の
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積極的な工作も行われ始め、その結果、この方面の七源州、広源州その他の諸州が宋に内附することとなったのであろう。しかし、僕民富の朝貢後、約五十年問、栄側に広源州蜜僕氏の動静が不明であるのは、この間、交祉に附していたからと思われる。即ち、既に掲げた諸条に見た如く、広源州が邑管の罵康州とは号しているが、その実、交祉に服役していて、交祉の附庸であったことを伝えているからである。
一方、大越史記全書珪李紀－太宗肥天成六年（弐勺｝一計恒常一元）三月の条にも、安南李朝の太宗の言として、諸僕世守封彊。常供阪賞。
とあるにより、僕氏が交祉に服役していたことは明白である。即ち、宋の太宗の安南征伐三年前に宋に内附した広源州の僕氏は、安南征伐失敗後約五十年間はほ
Y
宋から離れて交祉に服役していたこととなる。
さて、僕民富の宋内附後五十余年にして健存福なる者が、天聖七年公定匂）、宋に帰附することとなった。夢渓筆談
一 一 二 雑 誌 の 条 に 、
広源州者本畠州霧廃。天聖七年首領僕存福帰附。
とあって、それを知るが、「本高一州覇擦」とあるのは、 れを先きの諸条と考え合せてみると、本来は邑州の講師胎州であったが、現に交祉に附している広源州の酋領僕存福が帰附して来 と云う意味を述べたも であろう。
この様に、僕存福は交祉に附していたのであるから、先づ安南側の史料である大越史記全書により眺めてみるに、そ
の本紀全書沌李紀
，
太宗天成五年
C83
十二月の条に、
広源州僕存福叛。
とあり、又、その翌年天成六年 条に つ
Y
い て 、
春正月。西農首領何文貞。以存福叛状問。初存福為僕猶州首領。弟存様為万涯州首領。存福妻阿僕弟当道。為武勅
州首領。皆属広源州。歳輪土貢。後存福殺存線及当道。井有其地。倦称昭聖皇帝。立阿僕為明徳皇后。封子智聴。為南街王。改其州日長生国。繕甲治兵。堅城自守口無復奉土称臣。
二月。帝自征存福。：：：肘：：：次広源州。存福間之。率其部落。携其妻子。込匿山沢。帝縦兵追之。獲存福・智聴
機智高の叛乱と交赴（河原）
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等五人。惟妻阿僕・子智高走脱。権存福等帰京師。令軍士夷其城池。招其遺類。而存撫之。然後班師。
三月。帝至自広源。詔目。朕有天下以来。将相諸臣。腰麿大節。異方殊域。莫不来臣。而諸僕世守封彊。
貢。今存福安自尊大。縞号施令。緊一蜂重之衆。毒辺部之民
o J
朕以之襲行天討。作存福等五人。並斬之肝都市。
とあって、僕存福の、勢力獲得の事情及び交世に対する叛乱左そのために討伐を受けたこと荷物語っている。しかも、こ、に主題とした僕智高がその子として現れている。
さて、一方、宋側の史料をみると、宗史鳩四蛮夷三広源州、長編帯「皇祐元年九月乙己及び文献通考四育、西原州蜜
の 条 に 、
初有僕全福者。知健猶州
D
其弟存様。知万涯州。八王福妻弟僕当道。知武動州。一日全福殺存禄・当道。弁有其地。
交祉怒挙兵。執全福及其子智聴。以帰。其妻阿億本左江武動族也。転至償猶州 全福納之
D
八王福見執。阿僕遂嫁商
人。生子。名智高。智高生十三年 殺其父商人。日。天下登有二父耶。因冒僕姓。与其母奔雷火洞。
とあり、宋朝事実時一平広南蛮賊僕智高の条にも略同様な伝えが見え 又、宋会要蕃夷五億氏には、
初知億猶州僕全福。殺井三州之地口而卒為交鉦所虜 其妻阿僕遂嫁商人。生智高。年十三即殺其父。
とあり、隆平集博二妖冠、東都事略古一六狭青伝及び皇朝編年綱目備要町一皇祐元年九月の条にも、ほ
Y
同様な伝えがあ
って、それらによると、知償猶州僕全福が弟の知万涯州の僕存繰及び妻阿僕の弟の知武鞍州の僕当道を殺して、それらの州を井有し 交祉の討伐を受けて執えられたので、妻の阿億は商人に嫁し、僕智高を生んだと云うのである。
これらの栄側の伝えを、さきに掲げた大越史記全書 文と比べてみるに、僕存福が僕全福とあることと、億智高が商
人の子として伝えられていることとを除いて、その他 州名や人名及びその相互関係についてはほとんど相異がない
先づ、僕存福と僕全福とであるが、同一人物を指していることは申すまでもあるまい。安南志略珠一叛逆の条に、僕
全福の弟、僕全線｜｜今まで見た如く他 伝えではすべて僕存椋となっている｜｜ あるのを ても、存と全 が混用されていることを知り得るの ある。次に問題となるのは、大越史記全書の方では僕智高が僕存（八五）福の子として伝えら のに、宋側の一連の史料には僕存（全）福の妻阿 が再び商人（糊郁強行閉じ針耕一♂研都事略巻六二）に嫁して生んだ子として伝えられている点である。
常供阪
＼ 
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一方、同じく宋側の伝えである余靖作の平蜜碑記には僕智高のことを述ぺて、賊之巣。日広源州。交祉之附庸也。父為交魁所致。
とあり、又同じく孫威敏征南録にも、
初俊氏世為広源大酋。智高父嘗冠交肱。獲駕。
とあり、余靖賀曲赦表にも、
猿族（恥組問智）素附交城。父為裁。而不陸。
と見え、更に深水紀問問一にも、同じく、智高の父が交祉に冠をして、執えられ、殺されたことを伝えている。尚、夢渓筆談一一二雑誌の条に、
存福乃与其子智高。東掠能州
とあって、これらではやは 智高が存福の子となっている
D
尚、こ〉で、僕智高が商人の子と云ふ伝えにつき吟味してみる。芳へてみるに、先に掲げた如く大越史記全書による
と、僕存福が交祉に叛して捕えられたのは、宋の宝元二年三
8
匂）であるし、又、宋側の一連の伝えによると、この
後、全（存）福の妻阿僕は商人に嫁して智高を生んだと云うのであるから、智高の母、弟及び子供が宋に捕えられて殺????????（﹈
CUU
）には、億一智高はどうしても十七歳以上ではあり得ないこととなる。しかるに涼水紀関酷一によ
ると至和二年当時、母 阿僕は六十余歳 弟の 光が二十八歳、智高の長子が十四歳とある故、智高が商人の子であると云う伝が誤りであることは申すまでもないことであろう。
凍水紀間一一一によると、
僕智高父。本山猿。殺広源州曾豪而拠之
Di
－・桝：：：広源州地産金
。
一両直一嫌。智高父由是富強。招誘中国及諸
洞民。其徒甚盛。交祉悪之。遣兵襲虜
。智
高時年十四。与其母逃載。得免。
とあるによって、僕智高は、その父が交佐に執 られた時、その母と共に逃亡して交祉の捕獲を免れたことを伝えているが、之は前掲の大越史記の文とも、よく適合している。 お十四歳と云 前に見た弟等の年令と考え合せてみてほとんど矛盾はない。要するに僕智高が僕存 全）福の子であっ こ は確かであろ 。ついでに附言しておくが
槙智高の叛乱と交魁（河原）
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長編、栄史等の一連の史料には、阿僕が商人に嫁して、智高を生んだが、智高は「天下登有二父耶」と奇妙な言葉を吐いて、その父商人を殺したと伝えているが、これは多分、母阿僕の新しい夫となった商人を殺したもので、そのために「天下、登に二父あらんや」と言ったのであろう。それは兎に角として、次に僕存（全）福が如何にして勢力を拡大したか考察してみることとする。
以上見て来た伝えで判る様に、僕存（全）福は初め僕猶州の首領であったが、その弟の万涯州の曾領僕存（全）帳及
び妻阿僕の弟で武勃州 曾領僕当道を殺して、それらの土地を弁有したと云う であるが、それら償猶州、万涯州及び武勅州が広源州に属 いた は、大越 記の天成六年正月の条でみた如く、「皆属広源州」とあるによって知ることが出来る。
深水紀間一一一によると、
僕智高父。本山猿。殺広源州曾豪。而拠之。
とあって、僕智高の父が広源州曾豪を殺してそ 地に拠ったことを伝えているが、更に同書同巻には、その事情を具体的に伝え
智高父存福。本居広源州。弟存樵為武勤州刺史。存福襲殺存様。而奪其地口又以女嫁広源州刺史。因省其女。遂引
兵襲殺刺史及其靖。而奪其地。
とあって、僕存（八五）福がその女を広源州に嫁せしめ、遂に兵 もってその地を奪 とったことを物語ってい 。余靖賀生檎僕智高母表にも、智高の母阿僕につき述べて、
瑳彼牽蜜産弦惇婦。会於凶族。済以姦謀 集父党。以仮権 屠子靖而兼土
とあって、女の靖の地を奪いとった事を伝えている。即ち、僕存福は広源州を奪い、償猶州は勿論、 の一族の万涯州及び武勅州をも井合してその勢力下におき、次第に強大となって来たのであろう。なほ夢渓筆談勝二雑誌には、
存福乃与其子智高東掠鎗州。有之七源。存福因其乱殺其兄。率土人。劉川以七源州。帰存福。
とあるによって、七源州も領有して たことを知る。
先づ、僕猶州の位置について考えるに、欽定越史通鑑網目正編珪李太宗通瑞五年
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十二月の条「儀猶首領僕存
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福叛」の註に、
〔存福〕石安匠勤人。
とある。同慶地輿誌及び同慶御覧輿地誌附図によると、石安は今の高平（（
U S
出g m
）で、匠勤は同附図によると和安
（Z m w c g
）の直ぐ近くで東に在る。更に、既に大越史記全書、李紀一天成六年正月の条で見た知く、安南李朝の太宗
が億存福討伐の際に、広源州に次していること、又、僕存福の女が広源州に嫁していること、及び、償猶州が広源州に属していたこと等より考えて、僕存福の根拠地であった
償
猶州は広源州即ち
p g
ロ間出ロヨコ（広淵）の附近と思われる
から、それは恐らく高平か和安の地であったであろう。
次に論述の便宜上、まづ万涯州と七源州とを述べる。欽定越史通鑑綱目正編諸李太宗通瑞五年の条に註に、
（万涯州〕属太原省。古万崖州。李為万涯。属明為武礼。家為武崖。今武崖州是。
とあり、越崎書咋入交通路によると七渓州から三・五日程の処に武崖州山径 ある。この七渓州は宋代の七渓州で、渠渓即ち寸甘え・同志に比定され 故、そ 西南方三日程位の処に、武崖州即ち万涯州 あるべきである。同慶御覧地輿誌附図によると、今のぐ
ZWM
刊のロ附近に武崖とある故、万涯州はこの地であろう。
最後に武勅州であるが、既に見た如く、僕智高の母阿僕が「左江武勧之族」とあるので、それが左江に在ったことは
明かであろう。元豊九域志博鴇康州、広南路の条に籍 の註に武勤と見えるのが多分、武勅であろうと思われるが、の範州は夢渓筆談珠ニで先きに引用し 「存福乃与其子智高。東掠籍州」とある飽州と同じ 思われるし、又、それは宋史悦九地理志、畠州の条にその罵腰州四寸四、県五洞十一の中の一つで、左江 属し、龍州とあるものであろうから、今日の龍州であろう。従って武勅もその附近であったであろう。桂海虞衡志、蜜の条 も、安平・武勅・忠（制の）浪・七源 四 が皆、僕姓であることを伝えている。
要するに、僕存福が弟、妻の弟及び女靖の土地を弁合してその支配下に置いた地方は高平を中心 した龍江流域と察
渓水上流の吋｝冨仲間広及び三口付ヨロ一帯で 東は龍州附近にまで及んだ であろう。僕存福は高平を中心として以上の地域に拠り 昭聖皇帝と称し、妻 阿僕を明徳皇后と為し 子 智聴を 信仰王に封じ、その国を長生国と号したものであろう。名前から見ると、まさに中国式の国家 ある。かくて、交祉の討伐を受け、存福及び 子の智聴は檎え
像智高の叛乱と交陛（河原）
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四
られて、交祉の都にて殺されたのである。
広源州の地が金を産したことは、畏編持↑皇祐元年九月乙己、栄史論一蜜夷三文献通考四育及び宋会要蕃夷五等に
既に見た如く「広源州。：：：地崎絶深阻。産黄金丹砂」とあり、深水紀閣時一にも「有金坑」とか「有黄師怒者。広州人。以販金。常往来智高所」とか、「広源州地産金。一両直一嫌。智高父由是富強。招誘中国及諸洞民」とあり、又広源州からの貢物に金が見え、あるいは、宋 神宗の交祉討伐の際に行われた広源州経略の記事中にも、屡々この地の黄金の産出が問題となっていることによってそれを知ることが出来る。兎に角、涼水紀聞に見える如く、広源州に金が産出したことは、智高の父を富強ならしめた一因であったろう
なお、僕存福が天聖七年
C C N
匂）に宋に帰附せんとしたことに就いては既に述べたが、之をったえた夢渓筆談時二雑
誌の条には、「不受其地」 ある故、宗側がその帰附を許可しなかったことを知るのであるが、その記事には続いて、既に見た如く、「存福乃与其子智高東掠錨州。有之七源」とあって、存福 龍州 掠め、七源州に勢力を伸したことを物語っている。丁度、 の天聖七年より二年前、即ち安南李朝の順天十八年の条を、越史略玲で見るに、
命太子。討七源州。
とあり、同じことを伝えた大越史記全書本紀全書玲同年の条には
認開天王討七源州。
とある。即ち安南李朝の開祖李公麗が、その晩 に七源州の討伐を行 たこと 伝えている。一方、長編慌が天聖六年四月庚午の条にも、
邑州七源州権察主三班借職李緒。与交駈戦死。録其子和。為三班借職。李公溜雄遣李公顕来入貢。又令其子弟及靖
申承貴。率衆内定也。
とある如く、同じく交祉が七源州に兵を加えていることを物語
尚、宗の天聖六年にあたる安南の順天十九年の三月には、その李公離 死に、ついで李乾徳が、他の諸子の反乱を制
して、自ら位についたので るから、 間際に乗じて、僕存福は、天聖七年に栄側 せんと であろう。長編芝燕寧九年六月丁亥の条に、王安石が交肱討伐問題につき神宗に答えた言葉として、
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然当交祉乾徳初立。州嗣各欲内附。云々
とあるのは、それを指しているのであろう。とにかく、・宋側では僕存福の内附を許きなかったので、龍州を掠め、先に交祉の討伐をうけた七源州もその支配下におくよう なったのであろう。しかし、その移広源州は、宋の景祐三年
C C
ω 3
一一月にはやはり交祉に属して、宋の辺境に冠してい叶レ、大越史記全書本紀詮喜一一天成六年三月の条に、既に掲げ
た如く、「諸僕世守彊。常供阪貢」とある故、僕存福は安南の李朝に従属していねんりであろうが、その聞に、次第に勢力を養って、遂に長生国を建設するまでに至ったのであろ 。
四
長生国が討伐を受けて、父の存福及び兄の智総等が交祉に捕えられたので、僕智高が母阿僕と共に逃亡して、交陛の
手を免れたことは既に見た如くである。長編禁・皇祐元年九月乙己の条に、智高が商人有殺 たことを述べ、続けて
与其母。奔雷火洞。：：：桝：：：智高復与其母出。拠僕猶州。建国日大麻。交祉復抜償猶州。執智高。釈其罪。使知
広源州。又以雷火頻婆四洞及思浪州。附益之。
とあり、又、宋史論一広源州及び文献通考、四育にも同様な記事がある。一方、安南側の大越史記全書本紀全書珪乾道三年緊輔の条には、
是歳。僕智高 阿僕。由雷火洞。復拠償猶州。改其州日大暦因 帝命将討之。生檎智高 帰京師。帝問其父存
福・兄智聴倶被諒。免其罪。復授広源州。如故。以雷火平安婆四洞及忠浪州。府益之。
とあり、又、越史略諸同年冬十一月の条にも、簡単にほ
Y
同様なことを述べていお。即ち以上の記事によると、交祉の
長生国討滅
C83
後二年目なる慶暦元年（立輔の陸一）に、億智高はその母と共に、逃亡地の雷火洞から、再び父の根拠
地であった償猶州に帰り、その州を大暦国 称したので、交祉はまたその州を抜号、均高を捕えて都につれて行った。しかし、交陛では、その父及び兄が前に殺されているので 之を憐んで 罪が釈して、もとの如く広源州を再び授け、又、雷火頻婆（雷火平安、安〉 四洞と忠浪（浪）州を附益したと云うのであ 。孫成敏征南録に 「智高父嘗冠交
操智高の妓乱と交陛（河原）
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一 占 ハ ，
肱獲鴬。智高釈父怨。因結懐好。異時交祉使之守広源」とあるのもその事を物語っているのであろう。
さて、交祉が僕智高に授けた四洞及び思浪（浪）州について
Y
あるが、既に掲げた如く大越史記と長編等との伝えで
は少しく相異っている。なほそればかりではない。越史略玲には「界以広源雷火平婆思浪等州
L
とあり、宋朝事実せ
には「究火雷火頻婆四洞」とあって、互に出入がある。兎に角、雷火洞と思浪（浪〉とには誤りはないと思われる故、先づ思浪ハ浪）州から考えてみるに、長編地一太平興国二年正月己丑の条に、広源州蜜酋僚民富が邑州に、内附せんとしたことを伝え、更に、「而思浪州蜜蔽塞使不得通。願朝廷興兵詠思疎州」とあるによって、思浪州が、広源州から邑州に至る途上にあったことを知る。又、欽定越史通鑑網目正編一一李太宗乾符有道三年
C C A C
の条「僕智高叛。討檎之。復
授広源州牧」の註に、思浪 説明し 「初隷太原。今属高平省。 為思浪。陳因之。属明分上 朗・下思朗。懇改為上浪・下抽出。今上浪下浪二県是」とあって、清の頃、高平に属してレることを知る。きて、一方‘広西通志」ぷ山川一
一
帰順州の条に、「哨澄水。淫壬荘。流出交世上浪州平尼問。隣那水。源出丙甲。運曲屯村。至屯臨出交陸上 遂招尚」とあって、交祉の上 州の名が見ゆ 東亜輿地図、慶速によって、帰順州の南をきがすに、安南との境に壬庄及び屯隆の地名が見出される故、この安南寄りの地に上浪州はあるべきである。之を同慶御輿地誌附図でみると広淵（
p c
・
ωロm p a o D
）即ち宋の広源州の東北と東南とに上破州・下浪州とある。今の叶
E D m H
内
F m w
ロ 同
u F
己と国内凶円
ω D m
とに比
定さる。采代の思浪（浪） は恐らく
z m F m w
ロ聞の地であったろう。
次に雷火、洞。智高が一時、母と共に拠った土地であるが、後、嘉祐年間には、智高の一族で火洞の僕宗日一とその子で
温悶洞の僕日新との所領ともなった土地である。この中、温関 は嶺外代答珪外国門上に安南へ通ずる一葉として挙げられた温潤察と思われるが、これは 帰順直隷州志践に、今日の湖潤司 比定されてい 嶺外代答による この地り安南に入る は迂路であると述べてあるから、それによるも 悶 湖潤司に比足し よいであろう。かく とその所領であった雷火洞は恐らく そのすぐ下流 ある 雷であろう なお附言す が 火洞は多分今日の化局の地思われる。
最後に、四洞の内、雷火洞を除いた三洞であるが、諸書 その伝を異にして、その各々の名を知ることも不可能であ
るが、その中の頻桐は長編勝記元豊七年十月戊子の条にも現れ 又、広西通志功ト関隆五帰順州の条に、「頻尚臨
u
州
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南六十里。至安南上州浪港泡村五里」とあるによって、前述した上浪州に接した地であることを知る。従って、残りの二洞は婆ハ婆）、文火、平安の中のいづれかとなるが、すべて不明である。た
Y
既に見た如く桂海虞衡志、蜜の条に安平
が僕氏の占拠地であったことを伝えているから、平安はこの安平の誤りかもしれぬ。もしそうだと下雷より更に下流の地点に在る安平であろう。なお、文火は前に掲げた火洞と関連あるかもしれぬ。
以上、要するに、僕智高が交陛より授けられた地は広源州、それからその東方の出何回
F g m
及び帰順州の南方で叶
H・C
－
口問問宮口 接する地、更にその東方の湖潤司、下雷の一帯、即ち帰順河 中流域にまで及んでいたのである。
広源州及びその東方一帯を交鉦より授けられた僕智高は、しばらくの問、交祉に柔順であったようで、大越史記全書
諸李紀一明道二年（献一却特）の条に、「九月朔。使貌徴如広源州。賜僕智高都（糊の）印 拝為太保」と り、越史略諸にも同様なことが伝えられていて、それを知るが 更に両書 翌年十二月の条には 「太保僕智高来朝」とあって、さきに、交陛より広源州の郡印を賜り 太保と為った僕智高が李朝 来朝したこ を物語っている。
然るにその穆四年の天感聖武五年 広一時九月になると、またま 僕智高は交祉に反してその討伐をうけている。
全書本紀全書当 の同年の条に、
僕智高以勿悪洞叛。命太尉郭盛溢。討之。
とあり、越史略非同年の条にも、同様なことが伝えられている。尤も、これらによると天地異変によ 智高が降服したようになっているが、欽定越史通鑑綱目正編
一非同年の条に「僕智高復叛。命郭盛溢。討之。不克」とあって、それに
註が加えられているように、億智高一は降服した ではあるまい その次の年であ 宋の由一抹元年九月には が邑州の辺境を窓し．ために、宋は江南・福建等の路に詔して、兵を発して、これに備えているし、又、その後約六ヶ月の後である皇祐二年二月には、栄側は羅御陶 おいて一察を置 広源州蜜賊を防禦せんとして る である 羅御胴 ついては既に述べた如くである。なお更に、同年五月戊申の条を長編常に見る8
）広南西路転運司言。交祉発兵。捕広源州賊僕智高。其衆皆遁伏山林。認本路。厳備之。
とあるが以上を考え合せるに、僕智高はこの三ヶ年問、交祉 反抗し 又 宋 辺境 も侵したの ろう。そのため
懐智高の叛乱と交魁（河原）
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＂、
交祉の討伐をうけ、遂には破れて遁伏したと云うのであろう。かくて宋側も、厳重に之に備えたと思われる。
さて、汰精一史記及び越史略に、僕智高が勿悪洞を以って叛したと伝えているが、この勿悪洞ほ宋の神宗の時に、順安
州と改め
MM
、それが交祉との国境問題で紛争する地点である。鎮安府志持土司世系表に「帰順土州。旧為順安嗣」と
ある故、勿悪洞は帰順州であろう。
なほ僕智高の交魁への反逆及びその逃亡地に関して、深水紀問時一に「（駒智）臣事交駈。既長。因朝於交世。陰結李
徳正（叩左右。欲奪其国。事覚逃帰」とあって、智高がひそかに安南太宗李徳政の左右左結んでその国を奪わんとしたと伝えているが、それは兎に角として 同書に、「智高怨交駈。且恐終為所滅。乃叛交祉。過江徒居安徳州
L
「乃自左
江転。掠諸洞。徒居右江文部」とあり又、夢渓筆談時二雑誌にも、智高拠州（和服）不肯下 反欲図交陛。不克。為交人所攻
D
智高出奔右江文村」と見え、孫威敏征南録には「又以築黙為姦。交陛敗走之。後拠有田州」とある。更に長編
合皇祐元年九月乙己及び皇朝編年網目備要時一同年 月の条にも、「府怨交陸。居四年。遂襲拠安徳州」と見える。〜
以上の諸条によると交祉の討伐を受けて逃亡した地は伝えにより異るが 涼 聞では「過江徒居安徳州」とあり、
又、左江より右江文郁に徒居したとあり、更に夢漢筆談にも右江文村に出奔したとある故、
o左江より右江に移動したこ
とは誤りあるまい。更に孫威敏征南録に回州に拠る あるが、回州が右江 属していたこ勾昨疑ない故、右江流域へと遷ったことは確かであろう。
先づ田州との関連を考察して見るに、孫威敏征南録に、
交祉敗走之。後拠有田州。以其守黄光一昨之母。為妻。伴交特摩国。以母嫁其国主。既又井其土曾。始乞本朝補田州
刺史。不得。
とあって、僕智高は田州黄氏の母を妻 し、又、母の阿僕を特摩道（官民齢 ）に嫁せしめ、その土曾も弁合はマ勢力を伸し．宋に対して、田州刺史に補せられんことを求めたのである。桂海虞衡志、蜜 鞠燦州の条によると、この田州一帯は黄氏の勢力地であり、安徳州も亦、同じく黄氏の地であると述べられている故 僕智高は黄氏の地に移動して来たわけである。従って安徳州と田州とはそれほど速い も思えない。
Hosei University Repository
嶺外代答珪外国門下通道外夷によると、邑州から、右江に沿って行き、七日程の処に横山察がある。この横山察から
一一日程の処汗安徳州が見える。又、横山で羅殿国（願酬省）に行く道が分れ、その一日程の処に古天県があるが、之は回州に属してい
1る
o
更に一日程に帰楽州とあるが、この州に関しては、太平嚢宇記芝邑州に、
＼
「帰楽州在西北水路七百
二十三里」とあり、又、「回州在西北水路五百五十里」とある故、田州は帰楽州より下流の地にあったと思われる。田州は今日の旧州であろうから、横山察は、百色庁志にある如く．今の平馬であろう。なほ安徳州はこれより二日程の処にあり、更に六日程で富州（鵠州省）、又 更に三日程 特磨道 献〉に至るのであるから 安徳州は今 鎮安の地であろうか。推測にとYめておく。なお 右江の文村（郁〉については不明である。
長編竺皇祐元年九月乙巳及び皇朝編年網目備要時一及び采史論一蜜夷の条には、既に掲げた如く、僕智高が安徳州
に拠ると述べて続けて、
，
倦称南天因。改年景瑞。
とあって、安徳州で南天国を建てたことを伝えている。この時、既 見た如く田州へも勢力を伸し、栄に対して 回州刺史に補せられんことを求めたのであろう ほ 刺史を求めたこと 、涼水紀問問一にも
乃叛交祉。過江徒居安徳州。遺使詣畠州。求朝命。為補刺史。朝廷以智高叛交陛而来。恐彊場生事。卸而不受。
とある。
この後、僕智高は采に内属を請うこととなった。長編怜一一一皇祐三年二月乙酉の条によると
奉表。請歳貢方物 朝廷以其役属交祉。未聴也。
とあり、宋会要稿蕃夷五及び皇采十朝綱要坤周年同月の条に
広源州蜜僕智一品。請内属。詔弗受。
とあり、涼水紀閣時一には、
遣其党数十人。随斌（恥叫ん〉至畠州。不敢復求刺史。但乞通貢朝廷。：：：智高之人皆仰還。智高大恨。
とある
7
即ち、さきに、回州の刺史に補せられんことを求めたが、許きれず、今度はた
Y
朝廷への通買のみを願った
が、それも、僕智高が以前に交魁 役属し いたとの理由で許きれなかった である。更に長編 仔、皇祐三年三月美
健智高の妓乱と突鮭（河原）
九
ゲ
、
TUVFA
’
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も
酉の条には、
広南西路転運司言。億智高奉表。献馴象及生熟金銀。詔転運司。
奉。即許之。
とあっ（一交陛と共に進奉するなら之を許そうとの口実で、貢献を受けなかったことを物語っている。
長編竺一皇祐四年五月の条に、
初僕智高。貢方物。求内属。朝廷拒之。後復貢金函書。以黄島〕。知邑州陳洪上問。亦不報。
とゆる故、まは吋宋に内属を求めたのであろう。なお、この内属については、長編世一一皇祐四年五月乙己、宗会要稿蕃夷五及び采史鳩担蛮夷
一 一 一
に、僕智高の一一百として、
目。我請内属。求一官。以統摂諸部。
とある故、宋の罵康の下に於いてその諸部族を統摂しようとしたものであったことが判る。
又、孫威敏征南録に、智高が田州刺史を願ったが許されれなかったと述べてあることは既に見た如くであるが、それ
に続けて、
又乞教練使。又乞徒賜抱第 又乞毎南郊時貢金千両。願常於邑管互市。皆不許。至令入窓口
ハ一あふ。智高が 如何に熱心に実に内属しようとしたか 示しているが、その互市を願ったことについては、東軒筆録コ．にも
広源蜜曾僕智高。機墜州 乞於界首置権場。以通両界之貨 掠〈恥陳）不報
と あ る 。（
JJ
日
1
よって見るに、億智高の度重なる内属の願いも、宋の許するところとならなかったのである．
0
とにかく、涼水
紅僚
m m
－にも
（恥智〉求内附。朝廷恐失交祉之心。不納。
とあって、宋側が如何に交祉と事を生じないように気をくばったか
Y
判 る 。
。勿論、この間、僕智高に一官を授けて、之を撫し、交陛と相対抗させる方が有利であ と述べた者もいた。
止作本司意答。
以広源州本隷交駐。若与其国同進
臨川集問九
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に見える粛固の墓誌銘に、
上書言状。請因以一官撫之。使之使抗交隊。且可以静患。書下枢密。枢密以餌高故属交祉
。
納之。生事。
とあるのが、それを示すが、この続きに、粛回は、
今中国勢。未可以有事於蛮夷。則如智高者撫之而己。且智高才武強力。非交祉所能争而畜也。就其能争。則蜜夷方
自相攻。五口乃所以間而無事。
と云っている。即ち夷をもって夷を制し、宋は自らその聞に無事を求めようとしたものであった。然し、この案は採用されなかった。
兎に角、宋は交肱との関係上、僕智高の内属を許さなかったのである。かくて僕智高は窮した。深水紀関酪一に、
以朝廷及交肱皆不納。窮無所帰。遂謀作乱。
とあり、又、
智高謂其徒目。今吾既得罪於交肱。中国又不納。我無所容。止有反耳。
とあり、宗史鳩四蜜夷、長編時一一一の皇祐四年四月条に
智高既不得請。又与交祉為仇。且撞広源山沢之利。遂招納亡命。：：：断：：：乃与広州進士黄韓・黄師窓及其党僕建
侯僕忠中等。日夜謀入冠。一タ焚其巣穴。給其衆目。平生積車内。今為天火所焚。無以為生。計窮実。当抜邑州。拠広州。以自王 否則兵死。是月率衆五千。沿瞥江東下 攻破横山案
とある。僕智高は交祉に反して、ためにそれと仇をなし、宋朝にも納れられず、遂に中国亡命者とはかり、「当に芭州を抜き、広州に拠って、以って自ら王たるぺし」 号して、右江を降り、先づその根拠地 接した横山寒を破ったのである。時に皇祐四年四月で た。
智高の下に、中国の亡命者が居たことは、今も見た如くであるが、代秋宣撫賀掠表にも「自慰陸梁。招納亡叛」とあ
り、又、臨川集醗九、墓誌、蒲君墓誌銘に「方是時。僕智高蒐兵。誘豪中国亡命」と見え 更に深水紀問時一にも、「向者従智高東下
D
皆広源州蜜及中国亡命者
。
不過数千人」とあって、それを窺い知るが、特に、その中で智高の謀士
俵智高の叛乱と交魁（河原）
四
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となった広州の黄師窓に関しては、深水紀関門に、
有黄師窓者。広州人。以販金。常往来智高所。因為之画取広州之計。智高悦之。以為謀主。
と あ る 。
さて、皇祐四年五月一日に、僕智高は邑州を攻め破った。彼は畠州を得て、この地にて国を建てた。長編時一一一皇祐四’
年五月乙巳の条に、
智高既得畠州。即偽建大南国。傍号仁恵皇帝。改年啓歴。赦境内。師忍以下。皆称中国官名
とあふ問より、それを知るが、宋会要稿蕃夷笠僕民の条には「智高偽建大南国。置参政二員。改端欝元年」とあって、年号が異泌
r
、参政を二人置いたことを伝えている。尚、東都事略諸六秋青伝、隆平集悌二妖冠、及び余靖作の蘇僕智寓
母表にょん問、母の阿僕を感星皇太后と称し、更に、涼水紀問問一には、「継封年十四。智高長子。智高齢樹立。為太子
L
とあって、長子を皇太子 為したことを知る である。部下にも中国の官名を授け、境内を赦して、まさに体裁上、中国風の一国家大南国を建設したわけである。
その後、直ちに竪江を降り、五月九日には横州（開）にスり、ついで十二日に貴州（時）、寸六日に襲州（肝南）、十七日
に藤州（蛾〉、梧州（時）及び封州、十八日に康州（賄慶）
γ
）十九日に端州（賄）を、夫々陥落せし勧）しいる。驚くべき速度で
ある。勿論、竪江に沿って、舟 利用 から が、時に 諸州に城柵 備がなかったことも亦、その進度を早くしたであろう。かくて、二十二日には「広州に拠り 以って自ら王たるべし」との言の如く 広州へと達して、この地を包囲した。広州の攻防につい は、こ、で 述べないが、五十七日の包囲にもか〉わらず、僕智高は之を陥落させるこ之が出来ず、七月十九日には囲を解いて清遠県より、江（同）を済り、連州（賄 、賀州（脚〉、昭州（肝） 侵し、賓州（晴）を陥
（ 初 〉
れ、十月十二日には、再び邑州 入 た。
この間、僕智高が出邑桂七州の節度使を求めたので 宋の仁宗は之を認めて、その降服を許そうとしたが、然し、之は
僕智高に、嶺南の領有を許す（ ）とで、その独立を認めることになると云うので、遂 それは行われず、宋側は、武将、秋青を遺して之を討伐せしめることとした。
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一方、交駈との関係をみるに、長編怜一一一皇祐四年十一月戊申の条に、
先是靖（旬開〉策。僕智高必援交祉。而脅諸嗣以自国。因約李徳政会兵撃賊。又僕黄諸姓曾。皆燦以職。使聴節制。
或疑其不可用。靖目。使不与智高合定突。
とあって、知桂州余靖が李徳政即ち安南太宗に兵女出きしめて僕智高を討たしめんとしたことを伝えているが、余靖としては、交陛が智高を援助するのを阻止すればよかったわけである。同書同巻十二月戊子の条には、
知桂州余靖言。交陛今歳当入貢 属僕智高叛。道阻不通。累移文。乞会兵討賊。而朝廷久未報。観其要約。甚誠。
縦未能動滅賊党。亦可使益相離京 己於畠州備万人糧 以待之。詔亦給絹銭二万。助兵費。候賊平。更賞絹銭コ一万。始朝廷不聴交陛出兵 靖云。智高交陛叛者。宜聴出兵。侍阻其善意 今不聴必念而反助智高。因以便宜。許之
o，朝廷
従其請。
とあって、余靖の意見によって交肢の出兵を許すこととなった白即ち‘交陛が兵を出して、共にその叛逆者僕智高 討つと云うのであるから、それを許すべきで、たとい、その効果がなくとも、二者を相互に離反させることになるから有利であるし、又 その出兵の申出を拒めばかえって、交魁が僕智高を助ける心配があると云ふ理由からであった。その余靖の神道碑にも
公円畠州ド法廷接境。今不納。必念而反助智高。乃以便宜。趣交陛会兵。
とそれを伝えている。
しかし、一時、余靖の意見に従った朝廷も、僕智高討伐軍の総大将となった秋青の、
李徳政声言。将歩兵五万騎一千。赴援 此非情実 旦仮兵於外。以除内冠。非我利也。以一智高横膝二広 力不能
討。乃仮蜜人兵。蜜人貧得忘義。因而啓乱。何以禦之。願欝交此兵。勿用 旦機靖。無通交陛。
と云う奏請によってυ彼 計策を用いる
q y
とした。即ち、僕知高の討伐に、蜜人たる交祉の援助を求むべきではない
と云うわけである。長編時一一一皇祐五年正月了未の条に、
詔広南西路転運司。移文止交祉助兵。従秋青之請也
0
．
とあり、東都事略当（「附録交祉にも、
機智高の叛乱と交監（河原）
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僕智高反。率兵二万。助王師平智高。詔。却其兵。市厚賜之。
とある。要するに采は交祉よりの援兵を拒否した。〈鈍叫仏青は賓州より昆山命関を越え一部
f
月十八日に、帰仁錦（臨）にて僕智高の軍と会戦し、騎兵をうまく利用して大勝を
博した。かくて智高は大理へと逃亡した。十二月になると特磨道に残っていた母の阿僚、弟智光、子の継宗・継封も捕えられて、京師に送られ、至和二年六月には、詠せられた。かくて、僕智高の乱も平定された。
五
、
広源州は、地域的にも宋と安南とのこ勢力の問に介在していたので、従って両勢力の影響するところが大きか
っ
た 。
既に五代南漢の嶺南支配時代には之に属していたが、やがて宋の嶺南支配 共に、宋に朝貢し 。しかし一方、交魁を中心とした安南勢力の伸展により．その附庸となったが、安南李朝となり、その勢力がこの地域に及んで来ると、その大酋の僕存福は宋に帰附して、その圧力をのがれんとしたのであろう。しかし、宗では之を許さなかった 、僕存福は宋の辺境をも捺すると共に、次第に勢力を獲得して、国を建て〉交陛の支配から脱せんとしたが、遂 交陛の討伐を受けて失敗したのである。その子の智高 時になると初め父の故地に国 建てたがまた失敗し 後、一時、交陛に服属したが、やがて帰順河流域に拠って再び国を建て＼交祉に叛した。これも亦、失敗 て、右江流域へと遷徒したのである。即ち、交陛に対する反乱毎に、交祉の圧迫を受けて その中心勢力は東方、東北方へと移動しているのである。東方と云っても、宋 勢力と接する地帯に触れる程度で、云わば外壁に沿って右江上流地域 、逗ることとなっ 。かくて宋への内属を求めたわけであるが、宋 対外消極策のためそ も許されやす、遂に嶺南に侵入したのであ 。
考えてみるに、僕存福の交祉への叛乱に始り、その子智高の嶺南における叛乱に終った数回に互る広源蛮の叛乱は、
まさに安南李朝 勃興によって惹起されたものと解される 即ちそれら 尖朝 中間地帯に対する李朝勢力の波及がもたらしたものであり、又 独立国安南李朝に対す
る
宋朝伊消極政策によるものであった
。
要するにこれらの叛乱は安
南民族勢力の確立に伴って惹起された事件であったであろう
。
＂一
， 
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民込
続資治通鑑長編（叫一弘一何）唯一一一一宝元元年十一月甲辰の条長編政俳慶暦六年十月甲戊の条長
一 編
一手慶暦六年八月美亥の条、宋史芝彦遠伝
皇朝編年網目備要一一↑皇祐四年八月の条
。
宋史
時
ト孫汚伝
拙稿「広西蛮酋の始選祖に就いて」〔南亜細亜学報、第二号〕において、慎智高の叛乱のほんの梗概を述べたが、交肱との関
連
については触れるところがなか
っ
た
。
広東通志芝金石一一。南寧府志一一四芸文誌、記。号西金石略哨一宋
。
拙稿「広西蛮酋の始遷祖に就い代」
F K
て、既にこの点は述べた
。
山本達郎博士「安南史研究
I
」日！
ι
pp 
柳宗元「代喪中
丞
之討黄家賊状」、韓愈「西原尚黄賊宋平状」
坦坦綜は坦縛の誤。坦紳とは南詔でも行われた官名で、唐書当一南蛮に、「官日坦縛
。
日布資
。
日久賛。謂之清平官。所以
決国事軽
重 。
猶唐宰相也」とある
。
太平嚢宇記一位嶺南道十、畠州、にも同様なことを伝え いる。
‘
南
寧
府志
一一四芸文志、記、に収むる「余靖代狭官一撫賀捷表」、「余靖賀曲赦表」にも、夫々「広源之部族。本為交肱之附膚」、
「療族素附交城」とあって、同様なことを伝えている
。
越史略諸の周年の条に 、簡単に記述されている
。
宋史功一仁宗本紀及び長編崎↑の至和二年六月乙己の条
。
宋会要稿、蕃夷五億氏、周年同月の条
長編ザい景祐三年二月壬申、大越史記全書本紀全書諸李紀一、通瑞三年の条、宋史時一川交肱伝大越史記全
書
一本紀全書一J李紀一、太宗、天成二年（味料天
聖
）三月七日の条に、「以平陽公主
。
接諒州牧申紹泰」とあり、同
書天成五年（日年
P
）九月の条に、「帝幸諒州。捕象」とある故、李乾徳の勢力は諒山方面に十分に及んだと思われる。そこ
で、優存福も李氏に服属していたろう
。
皇宋十朝綱要持・宋史咋一仁宗本記・長編竺の皇祐元年九月乙己の条長
編持日周年二月丙戊の条
皇宋十朝綱要一一同年同月丁未及び宋会要稿蕃夷四交祉、周 四月の条。
僚智高の叛乱と実証（河原）
（6
） 
（7
） 
（8
） 
（9
） 
（ 刊 ）（ 日 ）（ ロ ）（ 日 ）（H
） 
（ 日 ）（ 日 ）（η
） 
（ 均 ）
四
五
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四
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（ 叩 ）（ 初 ）（ 幻 ）（ 幻 ）（ お ）（M
） 
（ お ）（ 泌 ）（ 幻 ）
畏編鵬店元豊七年十月戊子の条元豊九域志博、宋史博九地理志、菖州、太平嚢宇記一之嶺南道十回州隆平集時一一妖窓、長編合皇祐元年九月乙己藤本光氏「南宋の広馬博易と西南諸国の動静について」の註九参照〔東京学芸大学、研究報告第三輯、歴史学〕皇宋十朝綱要時一同年同月の条により補う。皇朝編年綱目僻要酷 ・宋朝事実諸一、兵刑、平広南蛮賊償智高及び宋史諸一蛮夷三にも、同様な事を伝えている
。
宋会要にのみ郵とある。広西通志詳前事略七宋三所収。東軒嘩録諸一 、「会鍵智高犯畠莞（管）。以致乗船。至 東広州」とあり、又、宋会要稿、方域九広南東路広州府城、皇祐四年刊月二十九日 条、同書蛮夷五及び長編伸一の十一月同日の条には、「時慎智高還拠畠 。日採木造船。而揚言。復趨広州」とあるによって舟を利用したことが判る。余靖作「平蛮碑記」に、「遂沿欝江東下 所過郡県 素無壁塁」とか、海水紀間 一一「沿江東下 横・貴・薄・襲・藤・結・康・封・端諸州。無城柵」」皇祐中傍智高。自畠州乗流東下。時承平歳久。縁江誇州城柵饗倣」とある。長編時一一一皇祐四年五月丙寅。長 編 時 一 一
一
皇祐四年十月甲申、宋史主仁宗本紀、同日の条
。
長編件一一 皇祐四年九月庚午の条宋史活余靖伝、隆平集時了及川
ω宋会要稿、蛮夷五健氏、皇祐四年十二月の条にも同様なことが伝えられている
。
長編時二一皇祐四年十二月戊子。・孫威敏征南録、減水紀関陣 、皇朝編年綱目備要一一 、長編話一、皇祐五年正月戊午の条、及び宋史一川二劉凡伝余錆の神道碑には傍智高が海に逃げたことを伝え 東都事略疎七 彼の伝にも、同じく入海説をとっ いるが、他の詩書はほとんど大理へと逃亡したことを伝えてい この後、その生死については不明であった。大理へ逃亡したことは確かであろ う 。黄賦蘇編「広西偉族歴史和現状」（開締出）には、「健智高反対 朝統治者 其地方官吏暴政的斗争、反映了当時人民的意志、因此得到各族人民的積極支持和参加、在不久的時間内使遍及広西的広大地区」とあ
っ
て、健智高が、宋朝の統治者及び
其の官吏の暴政に反対して起した闘争として解されている。
（ 幼 ）（m v  （ 初 ）（ 訂 ）（ 泣 ）（ お ）（ 泊 ）（ お ）（ お ）
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（ 河 原 ）
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